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仮眠したので・・・
アルコールの分解は起きているときよりも

睡眠中の方が遅くなります

・酒酔い運転・・・・５年以下の懲役又は１００万円以下の罰金、点数３５点

・酒気帯び運転・・３年以下の懲役又は ５０万円以下の罰金、点数２５点又は１３点

「仮眠したので酒が抜けていると思った」

“酒気帯び運転”で逮捕

繁華街にある駐車場で寝ていた容疑者が

車を運転して駐車場を出たため

警察が停車を求めたところ

吐いた息から基準値の２倍を超える

アルコールが検出された

２０２２／３／１７（木）

１７日午前８時前、福岡県の市道で、酒を飲んで乗用車を運転した疑い

で、２７歳の男が逮捕されました。

繁華街にある駐車場に止められた車の中で寝ていた容疑者が、車を運転

して駐車場を出たため警察が停車を求めたところ、吐いた息から基準値の

２倍を超えるアルコールが検出されたということです。

容疑者は、「午前２時頃まで酒を飲んだ」と話す一方、「仮眠したので

抜けていると思った」と容疑を否認しています。


